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二助激授に學二二與の事

　去る七月三十日，當歎室の上田荒木雨助教授（共に目下外遊中）は論文

提幽によって理學博士の學位を得られた．下に其の論文審査要旨を掲げる．

（但しv紙颪の都合上，荒木氏の論文審査要旨は吹號にまはす．）

　　　　　　　　上田縞學位請求講文審査要旨

　本論文は丁東洋に於ける最古の星表なる石見星経に就て」ご題する主論

文（英丈），及び「石巌星経の研究」ミ題する参考論文（邦文）のこ二編より

成るものであるが，参考論文は著者が研究の進捗に嶽じて逐次其の過程を

言L述しtもの，叉，主論文は研究の全部完了せる上にて其の過程を整理し，

研究：か法の大要ε結論の大越ざを要約せるものε思はれる，爾者を通覧す

れば著者の研・究は

　（1）開元占経に引用せる石氏星経の吟味

　（2）　石徳星纏の復現

　（3）石氏槻測當時に於ける北極位置の決定，從って其観測年代の決定

　（4）石氏星合ミ近代の観測ミの比較

等の鰍節に分れるのであるが，第一節「開元占経に引用せる石軒並纏の吟

味」は蓋し著者の最もカを致せる所であらう．唐の開元年間（西紀713－

741）の書ミいはれる開元占纏には，黄道二十八宿，及び石氏中官六十二

座（内六座訣），列氏外官三十座，合計百二十飼（内六個鋏）の星座に關

して，石氏の齪測なるものを引用し，各星座中の激職（基準に探れる星）

に就て，其の入宿の度，即ち其の方面に於ける二十八宿の宿の初黒占（距：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら星）より測りたる赤纏の差，（二十八宿に就ては距星ε次0）宿の距星ミの間

の赤純の差を其の宿の廣さごして記して居る），去極の度，及び黄道内外

の度撒（黄緯）等を記載して居るのであるが，著者は是等の記録中，度敷に

間しては多少張弱等の度の端敷の記載法の解繹如何，叉長き傳來の間に撒
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字を誤越せるこSの有無及び其影響如何，星座の名構及び距星に馴しては

其古今異同如何等に就き一々詳細なる吟味を試みて居る．特に星名の照合

に聾して，奮唐書，宋雨朝天文志，元史，鰻毫儀象志，儀象考成等に於け

る観測記録，及び宋浄1産1平間に成れる石刻天文圖等を封印して古今の異同

を断じて居るのは頗る傾聴すべき研究である．斯くして第二節に於ける所

謂石窟星経を復現し得たるは貴重なる功績ε言はなければならぬ．馬験は

夏に一歩を進めて第三節に於て該星級必発極度藪の言止別を利用して，観測

汐時に於ける北極0）位置を決定し，從って該観測の年代を決定せんこεを

試みて居るが　これがナこめに着者の用ひたる岡式解法は，此場合に於ける

如き四維なる材料の庇理方法ξして最も適切なるものεいふべく，著者の

成功は全く其方法の選定宜しきを得ナこるがナこめであるKS言はなければなら

ない．其結果εして，星経記載の度数に三囲する観測年代は．紀元前三百

六十年頃ミ紀元後二百年頃ミの二つなるべきこεを確かめ得たるは，歴史

上既知の事實ε相封照して甚だ重要なる成果ε言はなければならぬ．著者

は動もすれば先入の見解によりて偏椅の虚置に陥るの危瞼あらんこミを慮

かり，或は故らに文題一ヒ既知の事實を引用するこごを牧控へたのであらう

ε思はれるが，言ふまでもなく，前者は普通に魏の石申の時代なるべしε

いはれて居る時代に，後者は後漢末乃至三國時代に陳卓若くは其一味の人

々が古寺の齢則を一癒整理しナこであらうご想像されて居る時代に該駕して

居る．第四節に潤ては，既に照合し得ナこる石氏の皐に封し，現時の観測に

よりて知り得たるものを基礎εして，右に推定しナこる如き年代までに｛朔り

たる時の位置を推算し，これを石氏星経記載のものご相傘照せしめて居る

ので，此饗照表に於ける一致不一致及び差違大小の程度は要するに本論丈

に於ける研究の総勘定を示すものεいふべく，碑石氏蝉脱なるものが古代

の観測記録εして何程の慣値を有するかを明示するものである．

　之を要するに著者は猫特の精密なる研究によりて所謂石氏星経なるもの

を復：現し，しかも其内容によりて其當初観測の年代が大約紀元前三百六十

年頃なるべきこεを決定し，斯くして東洋最古の星経を世に出しナこる功績

は學界を稗課する所砂なくない．よって著者上田穰は野鼠博士の端野を授
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けらるべき資格あるものε認定する．なほ本論文の審査に當りては，審査

員教授新城新藏は其敏授在職中これに参加したるこミを附言する．

　　昭和四年七月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　審査員　教授　山　本　一一　清

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　桑　原　隣　藏

　　　　　　　　　　　神戸支部近況

　　　　　　　　　　　　　　　幹事　融戸西須磨關守眸　改　獲　香　鳩

　久しく中絶して居ナこ神戸支部の集會を去八月三日（第一一土曜rD午後七

時に開催した．會員其他合せて二十六名出席．（紳戸支部内及び當市附近の

會員諸君に告ぐ．前記の通り毎月第一土曜日を期して例會を拙宅で開きま

すから成るべく御出席下さい．因に同口は京都の何方かが御出席下さる事

になってゐます．）

　同日は京都の中村南氏が出席され，席上，去五月九日スマトラに於ける

皆既日蝕の観測談があっナこ．珍談あり，奇話あり，失敗談あり，こ云ふ頻る

面白く有盆なお話で一同満足した．何分此の頃の暑気烈しい折柄であるの

ε，殊に内輪ばかりの工合であるので，中村氏の諒解を得て，樹間，星を

頂く露天に椅子を列べ，シヤッー枚の士爵で，油谷をミりながらの集合で，

大へん愉快な會合であった．

　土星や二重星や星短軸の美くしい天添上の現象を望遠鏡裡に亘れて實地

観測をしナこ．15センチ屈折望遠鏡の野物レンズも此の日漸く完成したので，

之れに依って諸氏の自由槻測にまかせ，叉，會員森田氏は業々8センチ反

射望遠鏡をかついで出席されたので，之れに依り大へん便盆を得，皆大悦

びであった．

　七月中には小學校の生徒が百五十名ばかり太陽黒貼の観望に，叉月夜は

毎夜七八名の観望者を迎へて可也いそがしい思ひをしたが，愉快に仕事を

した事を悦んでみる．


